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こ の 研 究 報 告 書 は 、 人 間 文 化 研 究 機 構 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 「 流
域 環 境 の 質 と 環 境 意 識 の 関 係 解 明 一 土 地 ・ 水 資 源 利 用 に 伴 う 環 境 変 化 を 契 機 と し て 」
( 略 称 : 環 境 意 識 プ ロ ジ ェ ク ト ) の 一 環 と し て 、 研 究 対 象 地 域 で あ る 幌 加 内 町 に お い
て 実 施 し た 一 連 の 社 会 調 査 の 報 告 で あ る 。 具 体 的 に は 、 「 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の
関 心 事 調 査 J ( 2 0 0 5 年 ) 、 「 朱 鞠 内 湖 の 流 域 環 境 の 価 値 に つ い て の イ ン タ ビ ュ ー 調 査 」
( 2 0 0 6 年 ) 、 「 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 自 然 環 境 に 関 す る 意 識 調 査 J ( 2 0 0 7 年)、 「朱 鞠 内 湖 と 森
の 将 来 を 考 え る 住 民 会 議 J ( 2 0 0 8 年 ) の 研 究 成 果 を 報 告 す る 。
地 域 の 環 境 を 、 将 来 に 向 け て ど の よ う に 利 用 し 保 全 し て い く か 。 こ の こ と を 考 え る
主 役 は 、 地 域 の 住 民 た ち で あ る 。 環 境 の 将 来 像 は 、 地 域 の 特 性 を ふ ま え つ つ 、 人 々 が
環 境 に 対 し て 抱 く 価 値 を 最 大 限 満 足 さ せ る よ う な も の と し て 、 描 か れ な け れ ば な ら な
い 。 同 時 に 、 環 境 の 専 門 家 の 役 割 も 重 要 だ 。 環 境 の 将 来 を 考 え る に は 、 そ の 環 境 の 性
質 を 十 分 に 理 解 す る 必 要 が あ る 。 環 境 を 開 発 す る に せ よ 保 全 す る に せ よ 、 環 境 に 手 を
加 え れ ば 、 時 に は 素 人 目 に は 予 想 も つ か な い よ う な 環 境 影 響 が 波 及 的 に 生 じ る 可 能 性
が あ る 。 環 境 の 将 来 を 考 え る に は 、 住 民 と 専 門 家 の 共 同 が 必 要 一 一 こ の こ と は か な り
の 程 度 認 識 さ れ る に い た っ て い る 。
し か し 、 こ の 住 民 と 専 門 家 の 共 同 は 、 意 外 と 難 し い 。 閉 じ 具 体 的 な 環 境 を 、 専 門 家
は 専 門 用 語 ( 科 学 的 言 語 ) を 用 い て 抽 象 し 、 住 民 は 各 々 の 関 心 や 関 与 の 在 り 方 に 応 じ
て 日 常 語 を 用 い て 抽 象 す る 。 従 来 、 住 民 と 専 門 家 の 共 同 は 、 後 者 の 専 門 用 語 ( 科 学 的
言 語 ) に よ っ て 得 ら れ る 知 識 を 、 前 者 に わ か り や す く 伝 え る 形 で 行 わ れ て き た 。 し か
し 、 今 日 の 環 境 づ く り に お い て は 、 さ ら に 進 ん だ 形 で 住 民 と 専 門 家 が 共 同 す る こ と が
求 め ら れ て い る 。 つ ま り 、 住 民 と 専 門 家 が そ れ ぞ れ の 言 葉 で 抽 象 し て 表 現 し て い る 環
境 像 を 、 対 話 を 通 じ て 一 つ の 具 体 的 な 環 境 像 へ と 上 向 さ せ る こ と が 求 め ら れ て い る 。
住 民 と 専 門 家 の 共 同 を 支 援 す る 手 法 を 作 る 試 み の 一 つ が 、 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 の
「 環 境 意 識 プ ロ ジ ェ ク ト 」 で あ る 。 正 式 名 称 を 「流 域 環 境 の 質 と 環 境 意 識 の 関 係 解 明
一 土 地 ・ 水 資 源 利 用 に 伴 う 環 境 変 化 を 契 機 と し て 」 と 称 す る こ の プ ロ 、 ジ ェ ク ト は 、 文
字 通 り 、 自 然 科 学 の 目 か ら 捉 え る こ と の で き る 流 域 環 境 の 質 と 、 人 々 が そ の 環 境 に 対
し て も つ 意 識 や 価 値 と の 関 係 を 明 ら か に す る こ と の で き る 手 法 の 開 発 を 目 的 と し て い
る 。 そ し て 、 そ の 手 法 を 、 環 境 ア セ ス メ ン ト や 環 境 づ く り に お け る 住 民 参 加 に 活 用 す
る こ と を 目 十 旨 し て い る 。
こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 環 境 意 識 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 応 答 予 測 モ デ ル 班 と 社 会 調
査 班 (IDEA 検 討 班 ) を 車 の 両 輪 と し て 研 究 を 進 め て き た 。 応 答 予 測 モ デ ル 班 は 、 環 境
の 変 化 を 定 量 的 に 予 測 す る モ デ 、 ル 群 を 開 発 す る 。 社 会 調 査 班 は 、 人 々 が 環 境 に 対 し て
も つ 価 値 を 把 握 す る 枠 組 み を 開 発 す る と と も に 、 応 答 予 測 モ デ ル 班 に よ る 環 境 変 化 の
予 測 を 人 々 に 伝 え 、 そ れ に 対 す る 人 々 の 評 価 を 解 析 す る 手 法 を 開 発 す る 。
プ ロ ジ ェ ク ト の 主 要 な 研 究 フ ィ ー ル ド は 、 北 海 道 雨 竜 郡 幌 加 内 町 北 部 に 位 置 す る 朱
鞠 内 湖 周 辺 の 流 域 環 境 で あ る 。 朱 鞠 内 湖 を 研 究 フ ィ ー ル ド に 選 ん だ 理 由 は 、 2 つ あ る 。
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智 船 が 、 修 士 論 文 研 究 と し て 中 心 的 に 関 わ っ て い る 。
2008 年 は 、 住 民 と 専 門 家 の 共 同 と い う 理 念 を 、 環 境 の 将 来 像 を 策 定 す る 対 面 的 な 会
議 の 場 に 具 現 す る 試 み と し て 、 「 朱 鞠 内 湖 と 森 の 将 来 を 考 え る 住 民 会 議 J を 設 計 し 、 実
施 し た 。 住 民 会 議 で は 、 参 加 者 た ち が 、 専 門 家 を 活 用 し つ つ 、 朱 鞠 内 湖 と そ の 森 の fl O
の 将 来 像 J を 描 き 、 採 択 し た 。 2008 年 の 調 査 に は 、 京 都 大 学 の 土 屋 智 寛 が 、 卒 業 研 究
と し て 中 心 的 に 関 わ っ て い る 。
こ れ ら 調 査 の 実 施 に は 、 上 で 名 前 を 挙 げ た 学 生 た ち 以 外 に も 、 多 く の プ ロ ジ ェ ク ト
メ ン バ ー が 関 わ っ て い る 。 そ れ ぞ 、 れ の 調 査 に 直 接 携 わ っ た メ ン バ ー は 、 各 章 の 本 文 中
で 名 前 を 挙 げ て い る 。 「 朱 鞠 内 湖 周 辺 環 境 に つ い て の 関 心 事 調 査 J 、 「 朱 鞠 内 湖 周 辺 の 自
然 環 境 に 関 す る 意 識 調 査 J の 質 問 票 は 、 そ れ ぞ れ 、 環 境 意 識 プ ロ ジ ェ ク ト が 実 施 し た
全 国 調 査 「 環 境 に つ い て の 関 心 事 調 査 」 、 「 森 ・ 川 ・ 湖 の 環 境 に 関 す る 意 識 調 査 」 の 質
問 票 を も と に 作 成 し 実 施 し た 。 こ れ ら の 質 問 票 は 、 吉 岡 崇 仁 リ ー ダ ー を 中 心 に プ ロ ジ
ェ ク ト メ ン バ ー に よ る 数 十 回 に お よ ぶ 議 論 を 通 し て 作 成 さ れ た も の で あ る 。 す べ て の
メ ン バ ー を 列 挙 す る こ と は し な い が 、 特 に 中 心 的 な 役 割 を 担 っ た メ ン バ ー と し て 、 前
者 に つ い て は 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 の 鄭 躍 軍 氏 、 後 者 に つ い て は 早 稲 田 大 学 の 栗 山 浩
一 氏 を 挙 げ て お き た い 。 ま た 、 「 朱 鞠 内 湖 と 森 の 将 来 を 考 え る 住 民 会 議 J の 実 施 に あ た
っ て は 、 幌 加 内 町 の 後 援 、 お よ び 、 北 海 道 大 学 科 学 技 術 コ ミ ュ ニ ケ ー タ ー 養 成 ユ ニ ッ
ト の 協 力 を 得 た 。 記 し て 感 謝 す る 。
最 後 に 、 こ れ ら の 調 査 に ご 協 力 い た だ い た 幌 加 内 町 の 方 々 に 厚 く お 礼 を 申 し 上 げ た
い 。 幌 加 内 町 役 場 産 業 課 に は 、 幌 加 内 で の 社 会 調 査 を は じ め て 以 来 、 調 査 協 力 者 の 紹
介 、 調 査 日 程 の 調 整 、 さ ま ざ ま な 関 連 資 料 の 提 供 な ど 、 大 い に お 世 話 に な っ た 。 漁 業
協 同 組 合 、 観 光 協 会 に も 、 忙 し い 中 何 度 も 調 査 に 応 じ て い た だ い た ほ か 、 関 連 資 料 を
提 供 し て い た だ 、 い た 。 ほ か に も 、 幌 加 内 町 の 大 勢 の 方 々 に 、 快 く 調 査 に 協 力 し て い た
だ し 、 た 。 ま た 、 母 子 里 の 北 海 道 大 学 雨 龍 研 究 林 、 名 寄 市 の 北 海 道 大 学 森 林 圏 北 管 理 部
の 職 員 の 方 々 に も 、 業 務 の 合 間 を ぬ っ て 、 調 査 に 協 力 い た だ い た 。 こ れ ら の 調 査 を ア
レ ン ジ し て い た だ い た 雨 龍 研 究 林 の 吉 田 俊 也 氏 、 森 林 圏 北 管 理 部 の 柴 田 英 昭 氏 に も 感
謝 し た い 。 最 後 に 、 幌 加 内 調 査 の 際 の 拠 点 で あ る 吉 野 家 旅 館 に は 、 宿 泊 だ け で な く 、
朱 鞠 内 湖 や 幌 加 内 町 の こ と を 理 解 す る 上 で 多 く の 示 唆 を い た だ い た 。 こ う し た 多 く の
協 力 が な か っ た ら 、 わ れ わ れ の 調 査 が こ こ で 報 告 す る よ う な 形 で 完 了 す る こ と は な か
っ た だ ろ う 。 重 ね て 感 謝 申 し 上 げ る 。
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